
市長メッセージ（令和３年 10 月 22 日） 

  

９月３０日をもって解除された「緊急事態宣言」ですが、その後も新規感染者数

は減少傾向にあり、この数日は、０人や１人という日が続いており、少し胸をなで

おろしているところです。 

これもひとえに、市民の皆様、事業者の皆様、医療従事者の皆様のご尽力のおか

げと心から感謝申し上げます。 

  しかしながら、まだ完全に収束したわけではございません。神奈川県では、11 月

30 日までを基本的対策徹底期間としています。 

  本市の施設の運用については、これまで時間短縮を続けておりましたが、10 月

25 日より、通常の運営といたします。 

  また、市主催のイベントについては、神奈川県のガイドラインに沿った対応とい

たします。 

ワクチンの接種状況については、10 月 20 日現在、12 歳以上の対象年齢の方に対

する接種率が、1 回目は８０．３２％、２回目は６６．９７％となっています。（神

奈川県発表） 

現在は、比較的予約が取りやすい状況となっていますので、一人でも多くの方に

接種していただきたいと思います。特に若い世代の方は、接種を受けていただくよ

うお願いします。 

また、３回目のワクチン接種につきましては、準備が整い次第、市民の皆様に情



報をお伝えしてまいります。 

これから、インフルエンザの流行も懸念される時期になります。是非、予防接種

を受けるなど、一人ひとりが感染対策を徹底していただきたいと思います。 

  完全収束まで皆さんの気持ちをあわせて、今一度、感染防止対策の徹底をお願い

いたします。 

 

小田原市長 守屋 輝彦 


